
                                                                                                          
 

２０２６年９月２４日 

公益財団法人イオン環境財団 

 

「アースデイ幕張２０２６」開催 

自然とともに生きる－多様な仲間とつながろう－ 

 

公益財団法人イオン環境財団（理事長 岡田 元也 イオン株式会社 取締役兼代表執行役会長 

以下、当財団）は１０月３日（土）・４日（日）に「アースデイ(※)幕張２０２６」を開催いたします。 

 

当財団は、千葉市幕張地区にて「自然との共生」を考える場を創出するため、２０２５年１１月に

「アースデイ幕張２０２５」を初開催いたしました。本年は、「自然とともに生きる －多様な仲間

とつながろう－」をテーマに開催いたします。 

 

千葉市豊砂公園では、環境課題の解決に取組む NPO 団体、大学、行政、企業など２４団体 

３１ブースが出展し、環境活動展示や体験型ワークショップを開催いたします。また、イオンモール幕張 

新都心グランドモールの屋内外ステージでは、東京大学未来ビジョン研究センターの飯島勝矢先生

によるフレイル予防に関する講演の他、出展団体が登壇し環境や地域課題への取組みを発表します。 

 

当財団は、いのちあふれる美しい地球を次代に引き継ぐため、今後もさまざまな環境活動に取組

んでまいります。 

 

【概要】 

開催日時：２０２６年１０月３日（土）・４日（日）１０：００～１６：００ 

開催場所：千葉市豊砂公園 (千葉市美浜区豊砂１－１２)  

イオンモール幕張新都心グランドモール（千葉市美浜区豊洲１－１） 

グランドスクエア・グランドコート 

主  催：公益財団法人イオン環境財団 

協  力：一般社団法人アースデイ東京  

後  援：環境省・千葉県・千葉市  

 

【参加団体】 

行  政：千葉県環境生活部循環型社会推進課、千葉県地域ボランティア事務局 

千葉市環境局、千葉市国際交流課 

大  学：京都大学、千葉大学、東京大学、早稲田大学、神田外語大学 

団  体：ＮＰＯ法人海の森・山の森、坂月川愛好会、ＮＰＯ法人トージバ 

      ちばアントレプレナーシップ教育コンソーシアム 

      （一財）リモート・センシング技術センター 

      エシカル学生クラブ、くいしゅしゅっと、ＪｕｓｔｕＬｉｍａ  

企  業：㈱ＧＥＮＫＩ ＬＡＢＯ、吉本興業㈱、イオン各社       ほか 

以上 

 

※「アースデイ(Earth Day)」は、１９７０年アメリカにおいて環境課題への意識を高める目的で 

スタートした 国際的な活動で、現在は１９３か国以上で１０億人以上が参加し、多くの人が環

境について学ぶ機会となっています。 

 



ご参考  

【公益財団法人イオン環境財団】  

「お客さまを原点に平和を追求し、人間を尊重し、地域社会に貢献する。」というイオンの基本理念

のもと、岡田卓也（名誉理事長 イオン株式会社 名誉会長相談役）により日本で初めて地球環境に

特化した民間企業単独の財団法人として１９９０年に設立されました。 

以来、「植樹」「助成」「環境教育・共同研究」「顕彰」の４つの事業活動を中心に活動しています。 

現在は、持続可能な地域の実現を目的に新たな里山づくりにも取組んでいます。  

  

【植樹事業】  

万里の長城での植樹をはじめとする植樹活動は国内外の地域行政と協力し､自然災害や伐採など

で荒廃した森の再生を目的に､アジアを中心に世界各地のボランティアの皆さまとともに活動を 

実施しています。当財団の植樹を含むイオン全体の植樹本数は１９９１年から累計約１,２８７万本

（２０２６年２月末時点）となります。  

  

【助成事業】  

世界各地で環境活動に積極的に取り組む非営利団体に対して、毎年総額１億円の助成支援を 

行っています。２０２５年までの３５年間で累計の支援は３,６５７団体、助成金額は３２億 

９,２３５万円となりました。現在は、「里山の保全と利活用」をテーマに活動を推進している団体

を支援しています。  

  

【環境教育・共同研究事業】  

国際的な専門機関と連携し、里山に関する共同研究を行うとともに、環境分野で活躍する人材を

育成していくためのプログラムを実施しています。 大学連携では、京都大学、国連大学、千葉大学、 

東京大学、東北大学、早稲田大学と地域が求める里山づくりを推進しています。また、日本ユネスコ

エコパークネットワーク、日本ジオパークネットワークとは、生態系の保全や地域連携による人と

自然が共生する持続可能な社会の実現を目指しています。 

 

【顕彰】 

生物多様性条約事務局と連携し、当財団の設立２０年にあたる２０１０年の「生物多様性条約 

第１０回締結国会議(COP10)」日本開催を契機に「The MIDORI Prize for Biodiversity 生物多様性

MIDORI賞」を創設しました。生物多様性 MIDORI賞とは顕著な環境活動が認められる個人を顕彰する

もので、今年８月に東京で開催した第９回生物多様性 MIDORI 賞の受賞者２名を含め、２０２６年 

までに、２１カ国２３名の個人を顕彰しています。  

 

２０２５年 アースデイ幕張２０２５ 

  

 


